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 猿
ま
わ
し
に 

魅
せ
ら
れ
て
↓  

       

  

        

協
議
員
会
は
今 

７
～
９
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
律
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
と
し
て
、
７
月
に
防
災
マ
ッ
プ

全
戸
配
布
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
伴
う

使
い
方
講
習
会
を
８
月
実
施 

② 

界
隈
展
の
宣
伝
と
に
ぎ
や
か
し

に
の
ぼ
り
準
備
。
民
俗
学
の
夕
べ

に
向
け
て
神
社
境
内
の
コ
ン
セ

ン
ト
設
備
工
事
を
７
月
下
旬
に 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
は
１
０

月
中
旬
着
工
（
基
礎
の
石
垣
修
復

か
ら
）
、
１
２
月
中
旬
完
成
予
定 

④ 

秋
祭
り
に
つ
い
て
、
実
行
委
員

会
組
織
を
検
討 

⑤ 

敬
老
会
の
催
事
は
今
年
も
区
内

七
四
歳
以
上
の
対
象
者
１
２
０

名
に
お
祝
い
金
配
付 

お
知
ら
せ 

■
今
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
の
対
象
事
業
は

自
主
防
災
の
取
り
組
み
に 

〈
事
業
内
容
〉
一
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公

民
館
に
設
置 

二
、
辻
川
だ
よ
り

に
防
災
関
連
の
特
集
を
掲
載
し
２

６
号
～
２
９
号
ま
で
を
業
者
発
注 

三
、
辻
川
区
の
防
災
マ
ッ
プ
を
発

行
（
居
間
や
台
所
に
掲
示
を
）
等 

■
今
年
度
第
１
回
辻
川
界
隈
検
討 

委
員
会
（
６
月
２
５
日
）
か
ら 

今
年
度｢

地
域
の
夢
推
進
事
業｣

が

報
告
さ
れ
た
（
区
長
巻
頭
言
参
照
）
。 

「
学
問
成
就
の
道
」
に
は
松
岡
五
兄

弟
の
石
像
が
設
置
さ
れ
る
そ
う
だ
。 

       

祭
礼
行
事
の
報
告  

[

十
三
隣
保] 

◆
７
月
１
４
日
（
日
）
夏
え
び
す 

◆
７
月
２
１
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

今
年
の
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り

１
３
日
も
早
い
７
月
８
日
。
暑
い
盛

り
の
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
鈴

の
森
を
渡
る
風
は
涼
や
か
で
し
た
。

区
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
一
度
お
運
び

く
だ
さ
い
。
夏
ま
つ
り
は
井
ノ
口
の

役
員
さ
ん
五
名
を
含
む
約
三
〇
名

の
参
加
の
下
、
祭
祀
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
な
お
、
当
日
は
消
防
Ｏ

Ｂ
会
に
よ
る
鈴
の
森
神
社
周
辺
の

下
刈
り
も
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
賑

や
か
な
辻
川
山
と
な
り
ま
し
た
。 

      

《 

当
面
の
予
定 

》 

９
月
２
２
日 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

１
０
月
１
２
・
１
３
日 

秋
祭
り 

 
 

 
 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

 
 

 
 

第
３
回
消
火
栓
消
火
訓
練 

１
２
月 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

 

事
業
報
告 

◆
７
月
６
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
制
度
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

（
上
段
お
知
ら
せ
参
照
） 

② 

辻
川
界
隈
展
・
民
俗
学
の
夕
べ

の
詳
細
説
明
・
依
頼 

③ 

鈴
の
森
神
社
玉
垣
改
修
工
事
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定 

 

◆
７
月
７
日
（
日
） 

消
火
栓
消
火
訓
練 

今
年
２
回
目
の
訓
練
。
各
ブ
ロ

ッ
ク
と
も
二
〇
数
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た
。
３
種
類
の
ふ
た
の
開
け

方
や
放
水
ま
で
の
流
れ
は
何
度
も

練
習
し
て
慣
れ
る
し
か
な
い
。
古

い
タ
イ
プ
の
消
火
栓
に
は
根
元
に

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
栓
や
ハ
ン
ド

ル
が
付
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

少
な
く
と
も
近
隣
の
消
火
栓
は
す

べ
て
そ
の
特
性
を
知
っ
て
お
き
た 

 
 

い
。
消
防
団
と

し
て
も
次
回
の

第
３
回
で
は
少

し
趣
向
を
凝
ら

し
た
訓
練
を
考

え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。 

◆
７
月
１
９
日
（
金
） 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

総
勢
四
〇
名
（
内
小
学
生
十
名
）

の
参
加
者
が
人
権
啓
発
映
画
「
ほ
ん

と
の
空
」
と
青
少
年
健
全
育
成
映
画

「
ケ
ー
タ
イ
ト
ラ
ブ
ル
」
を
鑑
賞
し
、

教
育
委
員
会
と
福
崎
東
中
の
先
生

の
お
話
を
伺
っ
た
。
思
い
込
み
や
偏

見
が
差
別
を
助
長
す
る
。
何
よ
り
も

面
と
向
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
た
。
最
近
は
ケ
ー
タ
イ
よ
り
も

ス
マ
ホ
に
よ
る
ラ
イ
ン
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
ト
ラ
ブ 

ル
が
増
え
て
い 

る
と
か
…
そ
れ 

に
し
て
も
デ
ジ 

タ
ル
と
カ
タ
カ 

ナ
に
つ
い
て
行 

く
の
が
ち
ょ
っ 

と
し
ん
ど
い
… 

◆
７
月
２
８
日
～
８
月
４
日 

辻
川
界
隈
展 

一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
灯
籠
飾

り
。
今
年
も
区
民
の
手
に
よ
っ
て
１

５
１
個
の
灯
籠
が
参
道
を
飾
っ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
の
ぼ
り
が
５
０
本

立
ち
、
賑
わ
い
が
増
し
た
。 

一
方
、
岩
田 

健
三
郎
さ
ん
の 

版
画
展
と
荒
木 

富
佐
子
さ
ん
の 

和
紙
人
形
展
は 

記
念
館
へ
移
り
、 

旧
道
筋
が
少
し 

寂
し
く
な
っ
た
。
昨
年
に
引
き
続
き

の
「
辻
川
の
む
か
し
写
真
展
」
が
何

と
か
「
界
隈
」
を
主
張
し
て
く
れ
て

は
い
る
が
…
。
界
隈
展
開
催
に
あ
わ

せ
て
三
木
家
住
宅
の
工
事
現
場
が

臨
時
公
開
さ
れ
た
。
界
隈
展
の
有
り

様
を
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い

る
よ
う
に
思
う
。 

◆
８
月
３
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

今
年
は
境
内
４
箇
所
に
コ
ン
セ

ン
ト
の
設
備
工
事
な
さ
れ
て
最
初

の
「
夕
べ
」
。
現
状
に
沿
っ
た
措
置

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も

継
続
し
た
有
効
活
用
が
望
ま
れ
る
。 

   

さ
て
、
今
年
も
大
盛
況
だ
っ
た

「
夕
べ
」。
境
内
が
人
で
埋
ま
っ
た
。

そ
の
陰
に
夜
店
を
準
備
す
る
裏
方

の
姿
も
あ
る
。
例
え
ば
平
成
十
九
年

か
ら
始
ま
っ
た
辻
川
商
工
部
会
の

「
優
待
券
」
は
、
区
外
に
も
配
布
さ

れ
夜
店
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
に
貢

献
し
て
い
る
。
こ
こ
最
近
の
賑
わ
い

は
「
客
寄
せ
パ
ン
ダ
」
の
猿
だ
け
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
。
ち
な
み
に

「
優
待
券
」
回
収
率
は
６
割
程
度
だ 

そ
う
だ
。
多
く
の
縁
の
下
の
支
え
に

感
謝
。
〔
追
記 

今
年
の
民
俗
学
の

夕
べ
で
は
音
響
の
不
調
が
目
立
っ

た
。
担
当
者
任
せ
で
は
な
く
チ
ー
ム

と
し
て
の
対
応
（
文
化
委
員
の
委
嘱
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辻
川
山
の
整
備
事
業 

 
 

 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

平
成
２
３
年
度
か
ら
２
５
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年

事
業
と
し
て
始
ま
っ
た｢

地
域
の
夢
推
進
事
業｣

も

最
終
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。 

一
年
目
は
、
辻
川
区
を
通
る｢
銀
の
馬
車
道｣

の
舗

装
美
装
化
（
カ
ラ
ー
舗
装
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

二
年
目
は
、
改
修
工
事
中
の
三
木
家
住
宅
の
仮
囲
い

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
と
、
記
念
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
周

辺
の
美
装
舗
装
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
三
年
目
の
今
年
度
は
、
短
歌
の
森

の
整
備
、
鈴
の
森
神
社
か
ら
北
野
天
満
神
社
ま
で
の

｢

学
問
の
道｣

整
備
、
山
頂
展
望
台
看
板
設
置
、
遊
歩

道
案
内
標
識
を
設
置
す
る
な
ど
の
辻
川
山
の
整
備

と
、
一
隣
保
内
に
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
整
備
等
が
計

画
さ
れ
、
来
年
３
月
ま
で
に
完
成
の
予
定
で
す
。 

こ
の
度
の
事
業
は
、
地
元
辻
川
区
に
と
っ
て
は
大

変
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
、
是
非
地
域
の
活
性
化
に 

繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え 

ま
す
。
今
後
は
、
辻
川
山 

周
辺
の
活
用
と
山
の
手
入 

れ
に
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を 

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て 

い
ま
す
。 

 

     

 ｺﾝｾﾝﾄﾎﾞｯｸｽ  

 

7月 14日 玉垣破損状況再調査 

 

楽しかった民俗学の夕べ  

 

8 月 23･24 日  地蔵盆が区内

有志によってお祭りされた。 
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な
ど
）
が
求
め
ら
れ
る
。〕 

    
  

  

◆
８
月
１
８
・
１
９
日 

第
３
２
回 

自
治
会
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

一
回
戦 

○ 

１
６ 

― 

３ 

西
谷 

二
回
戦 

● 

６ 

― 

１
０ 

西
大
貫 

見
事
に
初
戦
を
突
破
し
た
辻 

川
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
が
、
二
回 

戦
の
初
回
７
失
点
が
痛
か
っ
た
。 

潜
在
能
力
が
高
い
チ
ー
ム
だ
け 

に
壷
に
は
ま
れ
ば
大
化
け
し
そ 

う
だ
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
躍
進
が 

期
待
さ
れ
る
。 

◆
８
月
２
３
日 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会 

    

７
月
末
、
公
民
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動

体
外
式
除
細
動
器)

が
設
置
さ
れ
た
。
町

の
自
律
（
立
）
の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
で
購
入
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
運 

用
は
辻
川
区
が
担
う
。
心
停
止
は
放

置
す
れ
ば
３
分
で
死
亡
率
は
約
５

０
％
に
な
る
と
い
う
。
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
（
平
均
７
分
）
に
Ａ
Ｅ 

Ｄ
使
用
で
救
命
率
は
ア
ッ
プ
す
る

が
、
住
民
へ
の
操
作
方
法
の
周
知
徹

底
が
肝
要
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
操

作
は
い
た
っ
て
簡
単
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

心
電
図
を
解
析
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
か
否
か
の
指
示
音
声
を
発

す
る
。
私
た
ち
は
そ
の
指
示
に
従
う

だ
け
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
全
責
任
を
負
っ
て

い
る
か
ら
、
後
は
勇
気
を
持
っ
て
使

え
る
か
ど
う
か
。
恐
れ
る
よ
う
な
機

器
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

当
日
は
三
三
名
の
参
加
が
あ
り
、
後

日
、
講
習
会
受
講
証
が
配
付
さ
れ
た
。 

               

☆ 

秋
季
例
大
祭
日
程 

 

１
２
日 

宵
宮 

１
３
日 

本
宮 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 
 

乗
り
子
練
習
開
始
：
９
月
８
日 

 
 

屋
台
蔵
練
習
開
始
：
９
月
２
３
日 

 
 

肩
合
せ
：
１
０
月
６
・
１
０
日 

大
鳴
ら
し
：
１
０
月
１
０
日 

☆ 

熊
野
神
社
宮
入
等
の
予
定 

 
  

宮
入
前
木
方
会
議 

午
後
１
時 

 
 
 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 

〔
正
午
～
午
後
６
時
：
田
尻
交
差
点 

 
  

～
辻
川
交
差
点
車
両
全
面
通
行
止
〕 

        
 

 
 

 
 

 
 

 

災
害
に
備
え
る 

２ 
 

 

火
災
対
策 

② 

今
号
で
は
今
、
辻
川
区
内
に
あ
る

３
種
類
の
消
火
栓
の
ふ
た
の
開
け

方
を
説
明
し
ま
す
。
近
隣
火
災
で
は

消
火
栓
が
手
際
よ
く
使
え
る
か
否

か
が
初
期
消
火
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も

「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
で
す
。 

                                

ま
だ
一
度
も
訓
練
に
参
加
し
た

こ
と
の
な
い
方
は
、
１
１
月
の
「
秋

の
火
災
予
防
週
間
」
に
予
定
し
て
い

る
今
年
度
３
回
目
の
消
火
栓
訓
練

に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

消
防
団
（
辻
川
分
団
）
か
ら
、
火

災
発
生
か
ら
消
火
栓
の
ふ
た
を
開

け
る
ま
で
の
注
意
点
を
寄
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

                                 

① 

ま
ず
早
く
知
ら
せ
る
。
…
火
事

を
発
見
し
た
ら
、
「
火
事
だ
」
と
大

声
を
出
し
近
所
に
助
け
を
求
め
る

（
大
声
を
出
す
と
少
し
落
ち
着
く

効
果
が
あ
る
）
。
も
し
も
声
が
出
な

か
っ
た
ら
、
や
か
ん
等
を
た
た
き
異

常
を
知
ら
せ
る
。
消
火
栓
に
よ
る
消

火
活
動
は
一
人
で
は
で
き
な
い
。 

                                  

② 

１
１
９
番
に
通
報
す
る
。
…
小

さ
な
火
で
も
必
ず
通
報
す
る
。 

③ 

二
人
以
上
で
消
火
栓
を
使
っ
た

消
火
活
動
を
す
る
。
そ
の
際
、
付
近

の
交
通
状
況
に
十
分
気
を
つ
け
る
。 

  

消
火
栓
の
ふ
た
の
開
け
方
は
上

の
通
り
で
す
。
開
け
て
か
ら
放
水
ま

で
の
流
れ
は
紙
面
で
説
明
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
訓
練
時
に
恥
ず
か

し
が
ら
ず
、
遠
慮
せ
ず
自
ら
実
践
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
度
、
自
宅
周
辺

の
消
火
栓
を
、
防
災
マ
ッ
プ
を
参
考

に
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

             

編
集
後
記 

 

前
号
か
ら
思
い
が
け
ず
「
辻
川
だ
よ

り
」
が
カ
ラ
ー
印
刷
に
な
り
ま
し
た
。

福
崎
町
の
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
制
度
を
受
け
て
の
こ
と
で
す
が
、

編
集
子
と
し
て
は
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
も

い
い
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
夏
も
暑
か
っ
た
で
す
ね
。

神
戸
新
聞(8

/1
8
)

に
よ
る
と
、
兵
庫
県
内

に
２
０
箇
所
あ
る
神
戸
海
洋
気
象
台
の

観
測
地
点
の
中
で
、
８
月
の
最
高
気
温

の
平
年
値
（
過
去
３
０
年
間
の
毎
日
の

最
高
気
温
の
平
均
）
の
ト
ッ
プ
は
福
崎

の3
3

.3

℃
。
だ
そ
う
で
す
。〔
田
﨑
〕 

★ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

 

☆ 

神
輿
渡
御
の
予
定 

（
御
輿
が
お
旅
所
へ
） 

１
３
日 

9
:3
0 

祭
典
斎
行 

1
0
:3
0
 

熊
野
神
社
発 

1
0
:5
0
 

岩
尾
神
社
着 

1
1
:4
0
 

岩
尾
神
社
発 

1
2
:0
0
 

熊
野
神
社
着 

新乗子 5名 

生命の詩（花こま） 

片方の孔にＴ字ﾊﾝﾄﾞﾙの先を差し込むだけでﾛｯｸが外れる。その後、も

う一方の孔に図１のように差し込み、ﾃｺを利かせてふたを浮かせる。 

 

１ ２ ３ ４ 

取っ手を持って、ふたを反転

させる。足元に注意する。 

１ 

Ｔ字ﾊﾝﾄﾞﾙ先端部の突起をﾊﾞｰﾙ孔に図１のよう

に入れ、図２のように 90度回すとﾛｯｸが外れる。 

２ １ 

Ｔ字ﾊﾝﾄﾞﾙで一度ﾃｺを利かせてふたを浮かせ、その後ﾊﾞ

ｰﾙ孔に差し込んだﾊﾝﾄﾞﾙで一気にふたを引き上げる。 

２ ３ 

図３のようにﾃｺを利かせてふたを浮かせ、Ｔ字ﾊﾝﾄﾞﾙで

そのまま持ち上げ（図４）、反転させる。足元に注意。 

４ ５ 

３ ４ 

ふたに取っ手が付いている場合は持って反転させ

る。取っ手がないものは指を挟まないよう注意。 

辻川区では最も設置

箇所が多い消火栓 (24

箇所)。比較的幹線道路

に多い。ふたを開ける

ためのバール孔が左右

２箇所にある。 

 区内 18 箇所に設置。

比較的路地裏に多い。Ｔ

字ハンドルの先端部を

差し込み 90度回し、テコ

を利かせてふたを浮か

せ反転させる。 

最も旧式の消火栓(区内

14 箇所)。１箇所のバー

ル孔にバールを差し込

みテコを利かせてふた

を浮かせ、取っ手があ

れば持って反転させる。 

     

 本
殿   《東側》 

《西側》 

 拝 殿 
  １．田尻 

２．大門 

４．中島               ３．加治谷  

６．井ノ口              ５．西光寺 

８．西野         ７．辻川 

１０．吉田          ９．北野 

１２．八反田      １１．長目 

（辻川の休憩場所は屋台の東） １３．亀坪 

 舞 台 
 

最近の反省より･･･休憩所での後片付けは練り子全員で。使用前
よりきれいにしてかえそう。その姿勢が子どもたちに伝わっていく。 

ホース格納箱（器具庫）に入っている用具 

ホース（基本は３本；１本の長さは約 22ｍ），筒先 

スタンドパイプ，Ｔ字ハンドル（消火栓開閉器） 

お願い 器具庫

は盗難防止のた

め取っ手をテープ

で止めています。

器具庫に異常が

見受けられたら、

右上部の番号を

消防団までお知

らせください。 

 


